
ブータン王国、国民総幸福（GNH)

という開発理念と農村開発

--



ブータンにおける農業の位置づけ

農業政策の３つの重点課題

①環境の保全

②農家所得の向上

③穀物と油料作物の自給



環境の保全

• 憲法第５条（環境）３項：国土の最低
60％以上を永久に森林で保全

• 20％国立公園・生物多様性保全の
ため維持



農家所得の向上

• 近年の道路交通網の整備、農産物輸送→自
給的農業から商品作物栽培（都市化の進展）

・年率2％を越える人口増加と森林保全を重視
した国土利用（森林率73％）

• 中・高等教育の普及、都市人口の増大

• →土地への圧力



農業の集約化と自然環境保全の問題

土地生産性向上が重要課題

・高収量品種導入による主要穀物、稲の二期
作化（「緑の革命」）

• クローバなどの飼料栽培による放牧地の
縮小

• 主に果樹、野菜の商品作物栽培

→化学肥料や農薬使用の増加傾向



標高に対応した農牧業：家畜の存在

１．ヤクのゾーン：集落標高約3600から4150ｍ程度

・ 一毛作の畑作地帯、生業の中心はヤクの放牧
・ 住民の性格：牧民的、 重要家畜：ヤク、馬 ：重要作物：大麦

２．中間のゾーン：約2500から2900ｍ

・ 二毛作も可能となる畑作地帯、生業は畑作と牧畜の複合
・ 住民の性格：半農半牧民的：重要家畜：ヤク、牛、羊、馬
・ 重要作物：ソバ、大麦、小麦、ジャガイモ

３・稲のゾーン：約2500ｍ以下

・ 水田稲作地帯：生業の中心は水田稲作+穀物

・ 住民の性格：農民的：重要作物：水稲、トウモロコシ、シコクビエ、ソバ等、
・ 果樹栽培
・ 重要家畜：牛、豚、馬、ロバ等
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物

• 住民の性格：農民的：重要作物：水稲、トウモ
ロコシ、シコクビエ、ソバ等、

果樹栽培































J.地区 ２００６年作物生産高

作物 改良品種別 収穫面積 kg/エーカー 生産高トン

• 稲 在来品種 1.63    1441.72         2.35
• 改良品種 64.24       1757.13       112.88

• トウモロコシ 在来品種 27.16        660.71        17.95
• 改良品種 127.9        1073.17       137.26

• 小麦 在来品種 - - -
• 改良品種 1.0         624.0         0.62
• 大麦 在来品種 0.17       764.71         0.13
• 改良品種 - - -
• ソバ 在来品種 0.33         78.79        0.03
• 改良品種 - - -
• シコクビエ 在来品種 3.44       1690.41        5.22 
• 改良品種 - - -











森林保全を軸にした開発計画

①第１次産業 農業及び牧畜業；集約化、林業（立ち
木伐採許可制、自然再生可能資源:Renewable Natural
Resource）

• ②第２次産業 水力発電、チュカ水力発電所；
水路式（貯水ダムなし、地下設備）出力336MW（日
本最大の田子倉380MW）国内需要には小規模、マ
イクロ水力発電（50～60KW以下）

• ③第３次産業 観光業；エコツーリズム
特色：「高価格、低負荷」（high value, low impact）
政策



商品作物栽培と食品加工

• 加工（２次産業：ジャム）、エコツーリズム（３次
産業）他産業との関連強化による付加価値生
産

• ツーリズム、グループによる観光、会員制リ
ゾート



第１次産業と第3次：電力は？

• Renewable Natural Resource（RNR）

＊日本「ものづくり」、＊＊中国「世界の工場」

労働集約的な2次産業

• ブータンは、経済開発と地政学上の観点から
自らが置かれている外部条件の正確な認識
に基づき、山間地域における低開発性を逆
手に取り、21世紀国際社会が求める生物多

様性保全と調和した経済開発政策の実施を
進めている。



地政学的条件

• 二大大国 中国とインド

• Landｌocked country（陸封、陸地の囲まれた）

• 工業化は不利：長い輸送距離・国境措置、物流のコ
ストが高く、工業製品は国際市場で競争力を持たな
い。



経済的・政治的自立

• 自然と共生した生活及び文化的なアイデン
ティティの堅持は、経済的・政治的自立を確
立するためにブータンに残された数少ない選
択肢。

• 地方分権化による自助努力を通しての一層
の国民統合の推進と、地球環境保全貢献の
ブータンを国際社会に訴える。ブータン存続
の方策。



開発理念（開発の哲学）

国民総幸福（GNH ：Gross National
Happiness）

経済指標GNP（国民総生産）ではない指標

• ブータンの開発戦略の根底（開発理念）＝
GNH：文化的伝統及び自然環境の保全。

• 人的資源開発を通して、財政的自立を確立、
持続的発展のための厳格な環境利用計画を
政策決定の上位。
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